
巻  頭  言 
 

 平成 17年６月に第１回「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会」が宇都宮市で開催されて

以来、これまで７回の全国大会が開催されてきました。以来 10年余りが経過する中で、人と環境

にやさしい交通環境を創出していく上での主軸となる鉄軌道、バスといった公共交通をめぐる状

況は大きな変化を遂げました。 

 平成 19年に施行された「地域公共交通の活性化及び再生法」を嚆矢として、平成 25年には「交

通政策基本法」の施行、さらにはそれを受けての「地域公共交通の活性化及び再生法の一部改正」

（平成 26年）といった制度環境面での変化、併せて「都市再生特別措置法の一部改正」（平成 26

年）により、機能集約型都市構造への転換に実効性を持たせるためのスキーム（立地適正計画）

も整えられてきました。 

 こうした制度環境の変化と相前後し、全国各地でそれぞれの地域の状況に応じた先進的な交通

まちづくりの取り組みが緒につき始め、その成果も表れ始めつつあります。これまでの過度な車

依存社会を見直し、少子高齢化を伴う確実な人口減少の中でも活力と真の豊かさを備えた持続可

能な地域・都市社会の形成に向けて、今まさに大きな潮流変化の渦中にあると見ることができま

す。 

 こうした動きを確実なものとし、さらに推進していく上では、裾野の広い交通まちづくりに関

わるあらゆる分野の方々が一同に会し、考え方、技術・技法、取り組み事例等について情報交換、

議論を深めるための継続した機会が不可欠と思われます。「人と環境にやさしい交通をめざす全国

大会」はそうしたことをねらいとしたものであり、特に主要なプログラムの一つである「研究発

表大会」はその絶好の機会であります。 

 これまでの研究発表大会においても、交通まちづくり分野の裾野の広さを反映し、行政担当者、

交通事業者、コンサルタント、大学等の研究者、さらには市民活動団体代表者等幅広い分野の方々

が、多様なテーマで発表しております。福井市で開催される今回の第８回大会においても、49編

の成果が発表されます。これまで同様、実りある研究発表の場になることを期待し、また確信し

ております。 

 さて開催地である福井では、今春（2016年春）バスターミナルと路面電車電停を備えた総合交

通ターミナルとしてのＪＲ福井西口駅前広場が開業し、同時に進められていた西口再開発事業も

完成したことで、県都の玄関が一新されました。また、二つの再生された地方鉄道（えちぜん鉄

道と福井鉄道）により鉄道と軌道が田原町駅を介して相互直通運行を開始し、５編成のＬＲＶの

導入、駅や電停の改修等と併せて「福井なりのＬＲＴ化」が大きく前進しました。全国有数の車

依存社会からの脱却を目指した福井の取組みの第一歩が記されたともいえます。 

 こうした時期に本大会が福井で開催されることは、福井にとっても価値ある機会であります。

全国から参加される方々には、併せて福井の取り組み、今後の展開に対して忌憚のないご意見を

頂戴できればと思っております。 

 

福井大学大学院工学研究科 教授 川上洋司 

（第８回「人と環境にやさしい交通をめざす全国大会」in 福井 実行委員長） 
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